
【プレスリリース】 

  平成１９年６月７日 
  

エネルギー新時代の総合発電事業へ

東京発電株式会社 
環境省の二酸化炭素排出抑制対策事業費等補助金による初めての小水力発電所建設について 

 ～千葉県水道局と東京発電株式会社の小水力発電共同事業に適用～ 
 

 東京発電株式会社（本社：東京都港区 取締役社長：松本一
まつもとかず
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のり

）は、千葉県水道局（千葉県千葉市花見川
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区 千葉県水道局長：堺
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）と、同水道局幕
まく

張
はり

給水場（所在：千葉県千葉市美浜
みはま

区若葉
わかば

）及び妙
みょう
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給水場（所在：千葉県市川
いちかわ

市妙典）において、自家消費型の小水力発電所を共同で建設・運営するた

めの『事業契約』を平成19年４月に締結し業務を進めておりますが、このたび、本事業に対して環境省
主管の平成19年度二酸化炭素排出抑制対策事業費等補助金（地球温暖化対策ビジネスモデルインキュベ
ーター（起業支援）事業）の交付決定を、平成19年５月に受けましたのでお知らせします。 
 
千葉県水道局の二酸化炭素排出削減への新しい取組みとして実施された、２箇所の給水場内に設置する自家

消費型小水力発電所の建設・運営を同水道局と共同で行う事業者の公募において、当社は、同水道局の要望に

合致したビジネスモデル「Ａｑｕａ μ（アクアミュー）」（注１）（平成18年度新エネルギー大賞（注２） 新
エネルギー財団会長賞受賞）を提示し、平成19年４月に事業契約を締結、現在平成20年４月の営業運転開始
を目指して業務を進めております。 
今般当社は、本事業の主旨と当社の「Ａｑｕａ μ」に評価をいただき、平成19年度二酸化炭素排出抑制
対策事業費等補助金（地球温暖化対策ビジネスモデルインキュベーター（起業支援）事業）の交付決定を

環境省からいただきました。 
本補助金は、地球温暖化対策の新たなビジネスモデルとして成り立つ可能性が高い先見性・先進性の高い事

業について支援する目的で交付されるものです。当社はこの補助金を利用して、２箇所の小水力発電所建設に

必要となる工事費や機器購買費の一部をまかなう予定でおります。 
本事業および補助金の概要は以下のとおりです。 
 
○千葉県水道局と共同で進める小水力発電事業の概要 
（１）小水力発電所の概要 
ａ 幕張発電所 
  ・所  在 ：千葉県千葉市美浜区若葉3－1－7 千葉県水道局幕張給水場内 
・最大出力 ：３５０キロワット 
・発電電力量 ：年間約１３６万５千キロワットアワー(幕張給水場の年間使用電力量の約２０％、一般

家庭約３７０軒分の年間使用電力量に相当) 
ｂ 妙典発電所 
  ・所  在 ：千葉県市川市妙典2－14－1 千葉県水道局妙典給水場内 
・最大出力 ：３００キロワット 
・発電電力量  ：年間約１０４万６千キロワットアワー（妙典給水場の年間使用電力量の約１６％、

一般家庭約２８０軒分の年間使用電力量に相当） 
（２）事業の概要 
   千葉県水道局の水道水や水道施設に存する未利用エネルギーの提供を受け、当社が資金を調達し、発電

所の建設および運転保守を行う。 
・運転開始予定 ：平成２０年４月 
・建設工期 ：平成１９年９月から平成２０年３月 

   ・運営期間 ：２０年間 
（３）二酸化炭素（CO2）排出抑制効果 
  両発電所合計でおよそ年間890トン※の排出抑制効果があり、約138ヘクタール（東京ドームの約30倍）
の森林が１年間で吸収する二酸化炭素量とほぼ同等です。 

※二酸化炭素排出係数は、１キロワットアワーあたり0.372 ｷﾛｸﾞﾗﾑ（東京電力㈱「2005年度販売電力量あたりのCO2排出原単位(出典：東
京電力ｻｽﾃﾅﾋﾞﾘﾃｨﾚﾎﾟｰﾄ 2006)」)に発電電力量を乗じて算出しました。 
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○補助金の概要 
 ・名   称 ：平成 19 年度二酸化炭素排出抑制対策事業費等補助金（民間団体）による「地球温暖化対

策ビジネスモデルインキュベーター（起業支援）事業」 
 ・主管箇所 ：環境省地球環境局 
 ・交付決定日 ：平成19年5月16日付け 

以 上 
 
 
 Ａｑｕａ μ（アクアミュー）

マイクロ水力発電事業の流れ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（注２）新エネルギー大賞 
   新エネルギーの一層の導入促進と普及及び啓発を図るため、新エネルギーに係る商品及び新エネルギー

の導入、あるいは普及啓発活動を広く募集し、そのうち優れたものを「財団法人 新エネルギー財団」が

表彰するものです。昨年度で１１回目を数えます。 
   詳細は以下のＨＰを参照願います。 
 
「財団法人 新エネルギー財団」http://www.nef.or.jp/award/index.html

 

【問い合わせ先】 
 東京発電株式会社水力事業部マイクロ発電グループ 田村   ℡03-4431-7197 

【東京発電㈱ホームページ：http://www.tgn.or.jp/teg/】 
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リスク保証／資金調達代行
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売電モデル(ELECO sell)-
フルサポートタイプの場合】
東京発電は、水力発電実現に
必要なメニ
サービスで提供いたします。

発電した電力に含まれる「電
気の価値」および「環境の価
値」を電力会社に購入してい
ただき、そこで得られた売上
は東京発電とお客様とで分け
合います。

①資　源
落　差／　水　／土　地

②設備投資

 
（注１）東京発電のビジネスモデル「Aqua μ（アクア ミュー）」 
 

水力発電事業に必要な

業務を以下の９種にメニ

ュー化。 
水資源をお持ちのお客

様は、この中から得意な分

野を選択し、得られた売上

は当社とお客様で選択し

たメニューに応じて分け

合う。 

資金調達

③設備保有
資産管理

④計画・設計
発電計画／地点設計／経営計画

⑤発電技術
水力電気技術／電気制御技術／土木技術

⑥法務技術
電気事業法／河川法／系統連系

⑦建設工事
機器手配／工事手配／工事監理

⑧維持管理
運転／監視／保守

⑨その他
補助金関係業務／専門会社紹介

http://www.nef.or.jp/award/index.html
http://www.tgn.or.jp/teg/

